Der Armarius in den Consuetudines by 林 賢治
108
　ここに紹介するのはレーゲンスブルクのザンクト・エメラム修道院 (St. Emmeram) で利用さ
れていた慣習律の第３章「聖務の目録について (De breviario officiorum)」、第 4 章「カントー
ルたちについて (De cantoribus)」、第 9 章「アルマリウスの業務、もしくは朗読の秩序について
(De officio armarii sive de ordine legendi)」及びヒルザウ慣習律第 18 章「アルマリウスについ
て (De armario)」、そしてウルリヒの慣習律第 3 巻第 10 章「先唱者とアリマリウスについて (De 















18 章とウルリヒの慣習律の第３巻第 10 章を比較すると、前者が後者を参考に作成されているこ
と、そして必要に応じてウィルヘルムが規定を追加したり、削除したりした形跡が明らかになる。
　ウィルヘルムはヒルザウ慣習律の序文において、彼が改革を始める以前はヒルザウ修道院では
1　Isabelle, Cochelin, Besides the book: using the body to mould the mind-Cluny in the tenth and eleventh 
centuries, Medieval monastic education, London, 2000, pp. 21-34.





















Redactio sancti Emmerammi, dicta Einsidlensis, Corpus Consuetudinum Monasticarum 7, 3.
Willehelmi Abbatis Constitutiones Hirsaugienses, Corpus Consuetudinum Monasticarum 15, 2.





3　Postquam ego frater Willehelmus dei ordinatione et fratrum Hirsaugiensium electione eiusdem loci prouisor 
sum constitutus, tradidi eis inprimis quas a puero didiceram in monasterio sancti Hemmerammi regularis uitae 
consuetudines, CCM 15, p. 151. ザンクト・エメラム修道院で利用されていた慣習律は 10 世紀にアインシーデ
ルン修道院で作成されたもの。
4　Max, Fischer, Studien zur Entstehung der Hirsauer Konstitutionen, Stuttgart, 1910, pp. 57-59.
5　ヒルザウ改革以前におけるアルマリウスの職能の変遷については Margot. E, Fassler, The office of the 
cantor in early western monastic rules and customaries: a preliminary investigation, Early music history. 
Studies in medieval and early modern music, 5, Cambridge, 1985, pp. 29-51. を参照。ヒルザウ慣習律における
アルマリウスの職能については Heinzer, pp.85- 93, および拙稿「ヒルザウ系修道院における知の共有 — アル
マリウスによる書物の交換」『エクフラシス』7, 早稲田大学 ヨーロッパ中世・ルネサンス研究所 , 2017年を参照。
6　ベネディクト戒律第 36 章「病の床にある修友について」『聖ベネディクトの戒律』古田暁訳 , すえもりブッ













　以下は週番カントールの職務である。1 日目の夜と 2 日目の夜と朝課において週番カントール



























12　ヒルザウ慣習律第 18 章の翻訳に際して、Andreas, Traub, Die Bestimmungen über den Oberkantor in 
den Constitutiones des Reformklosters Hirsau, Der Kirchenmusiker: Berufe - Institutionen - Wirkungsfelder, 


















































































































































































           [ ヒルザウ慣習律 ]                              [ ウルリヒの慣習律 ]
朝課のミサのカノン (cannon) の後でどの 　　　　　どのように墓が祝福され、埋葬のあとで何
ように墓が祝福され、どのように埋葬され　　　　　が言われるべきか、
るか 15、           
これら全てに対しアルマリウスは指示者として居合わせる。
15　ヒルザウ慣習律が収録されている 19 冊の写本群のうち、クレムスミュンスター修道院の写本













































　　　　　[ ヒルザウ慣習律 ]　　　　　　　  　　　　　　　 [ ウルリヒの慣習律 ]
もしくは訪問者を迎える前と後に特に              客人が訪れ、行列が執り行われる前と後に
























































Gloria in excelsis Deo を歌い始めるのかを
知らせ、もし必要ならば助祭に終祭誦 (Ite 
Missa est) を示す。プローザを歌う 4 人は、
2 人を一方に、残りの 2 人をもう一方に、
すなわち左と右に配置し、通常最初の唱句
を歌う右側に立つ 2 人がもし間違いをおか
した時に助けることができるように、アル
マリウスが 5 人目として加わる。アルマリ
ウスは他の者よりも先にカッパを脱ぎ、前
と後ろに行き、各々の者に祭服を脱ぐよう
120
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順序通りに記録される 17。
17　ウルリヒの慣習律の「そのような目録が用いられる時には、」以下は、ヒルザウ慣習律第二十章に同様の
文章が挿入されている。
に急き立て、ミサの最初にやったように、
響く鐘に手を置く。そのような目録が用い
られるべき時には毎日の板ではなく、少し
大きい祭日用の板を使う。目録は我々のと
ころでも他でも不便がないように作られ、
アルマリウスが他のことに従事している間
は、将来他の修道士を思い出し、敬うため
に委ねられる。すなわち忘却によってアル
マリウスに他の者よりも業務が集中するこ
とがないように、厨房で働く者たち全てが
